































































て、 「吉備大臣は日本第一 知者 生命八十歳」と叫んだので、帰朝して長命であった。 「これ十八を
反かへ
して八十と転じた
るゆゑなり」 。これ 唐土 「魂呼ばひ」という。しかし今 末世なので、 「一度正気付きても、又百日目に必ず絶命」するという。両親はまた死に別れるのを覚悟して、 陰陽師に依頼した。 「この家の眷族あまた屋 棟に上がらせ、 傘をささせ、その死人の名を三時二刻ばかり呼び続け」させると 正気に戻った。
③両親は長命を国中の諸神に祈願したが、 息子は覚悟して、 「それ天地は万物の逆旅、 光陰は百代の過客。 ここの仮寝の枕の夢、
なほまた我が夢の覚め際定まつて百日なり、世 思ひ出 楽しみを極め」 、一日を一年 つもりで、 「貧者を憐れみ、寺社を建立し」て天命を待った。　
縁組の日限も近づき、息子の親は、息子の気を変えようと縁組を取り急ぐが、娘の親は送るのをやめようとする。娘は




















藁屋甚九郎は、 「其身一代にかせぎ出し、 俄分限」である。弟甚助・甚七を「呼返し」て手代分にして、 家は繁盛していた。
遊女遊びをやめない甚助は、内証勘当された。幾年か過ぎ ある雨の日、退屈しのぎに、将棋好きの甚九郎は「むつかしきつめものの図」を、朝の四つから七つ半まで思案していた。 「これでつむものを」と言って、吐息をついたかと思うと気絶した。医者・針立ても及ばず、息が絶えてしまった。　
近所の同行が駆け付け葬儀の準備にかかる。そこへ、甚助は七歳の甚太郎を連れてきて、甚九郎の跡は甚太郎に譲ると














なり、まつりごとを補佐し、国は栄えた。仲麿を日本に帰すと日本は栄える。大唐国に従わなくなることを恐れ、高い楼閣に上げ置いた。 仲麿は嘆き悲しみ、 断食して空しくなり、 その霊魂は鬼になって彷徨った。 （巻一の三 「安倍仲麿入唐の事」 ）　
その次の年、養老元年、吉備大臣は遣唐使として入唐した。唐の玄宗皇帝は貢物の少なさを怒り、吉備大臣を殺そうと
した。ただし知恵を試し、優れていれば日本へ帰し、愚かであれば殺すこ にした。第一に、囲碁の勝負を命じた。囲碁はまだ日本に伝わっていなかったが、吉備大臣の夢に赤鬼の姿をした安倍仲麿が現れ、囲碁の事を「敵対軍戦の法のごとし」と教え、背負って対戦相手の憲当の家に連れ行き 囲碁を打つところを見せ、その理を弁えさせた。夜が明けて殿上に召されて憲当を相手に碁を打ち、吉備大臣が二番とも勝った。 （巻一の四「吉備大臣入唐付殿上にて碁をうつ事」 ）　
さらに玄宗は文選を読ませ、もし読めなければ殺すことにした。また赤鬼が現れ、背負って天子の読むところ 聞かせ、
夜が明けて御前に召されると見事に読んだ。玄宗は口惜しく思い、天子すら読めない未来記の野馬台之詩を読ま ることにした。また赤鬼が現れるが、自分の力は及ばないので日本の神明仏陀を祈れと言う。吉備大臣は信奉する長谷の観音に祈誓した。夢に観音が現れ、蜘蛛となって糸 引 てめぐる で、その通りに読め 告げる。 （巻一 五「吉備公文選をよむ事」 ）　
夜が明け禁中に召され、蜘蛛の教え通りに見事に読み終えた。玄宗は感に堪えず、命を許し、この国で学問せよと三年

















































②の素材は、 『古事談』三の五十二の性信親王の逸話が指摘できる。 『井原西鶴集④』 （新編日本古典文学全集）の頭注に、







親王、 高野において百ヶ日、 尊勝法を修す。結願已に訖 て、 還りて政所に宿るに 散位伊綱、 籍を通して申して云はく、 「一宿の御儲け、万事美を尽さむ」と。夜に入りて伊綱申して云はく、 「最愛の女子
五歳
夭亡して、哀傷に堪へず。護持を蒙む











































































が、Ａと本話（ⅰ・ⅱｂ・ⅲｂ・ⅳｂ）は 俄分限（代々 分限） 、詰め将棋（大将棋） ・頓死（気絶） 、蘇生（魂呼ばい） 、家督争い（世の思い出に楽しみを極める） 、離俗（再度の死） 、後家に成りぞこなう（後家となり菩提を弔うに逆転）など、完全に重なっている。問題は、本話のⅱａ、ⅲａ、ⅳａである。これらが西鶴が新しく付加した要素 いうことになる。
本話ⅱａで、Ａの甚九郎は詰将棋、Ｂの吉備大臣は碁であったものを大将棋としたのは、吉備真備の事績を踏まえ からで




の法を行わせた 『安倍晴明物語』で取り上げられた生活続命の法は、伯道上人が芦屋道満に殺された安倍晴明の「朽爛」た屍を墓から掘り出し、蘇生させるというものである（巻三の二） 。吉備大臣は死んでいるわけでないので、蘇生とは関わりがない。それ 天からの声が「 命十八歳」と言ったのを、生活続命の法を修した ころ、地から声があって「生命八十歳」と叫んだとしたのである。吉備大臣は、帰朝の時四十歳であったが、持統天皇九年（六九五）生まれで宝亀六年（七七五）に没しているので、 「生命八十」であった。
この吉備大臣の逸話には、 『古事談』 （三の五十二） の性信親王の逸話が嵌め込まれている。性信親王が十八で修した尊勝法は、
尊勝仏頂を本尊として尊勝陀羅尼を誦し、息災・増益・滅罪・安産など ために行われる密教の修法である。性信親王が尊勝法を修し、その修法によってある人が夢想で「八の字に鉤をし了んぬ」となり 八十まで息災であっ いうのである。さらに尊勝法を生活続命の 置き換え ために、 『古事談』 （三の四十七）に載 性信親王が伊綱の五歳の娘を尊勝法を修して蘇生させた逸話を重ねているのであろう。尊勝法を陰陽道 活続命 法に置き換え、吉備大臣の逸話に取り込んだのは、 「これ十八を反して八十と転じたるゆゑ り」 、吉備大臣 逸話にどうしても付加したかったからな である。
将棋用語の「なる」は、 将棋の駒を「裏返す」ことである。この「返す」は、 単に将棋用語として使用されている ではなく、





親、縁組を延引させよう する娘の親、 「言ひ交はさせられし」夫だから嫁入ろうとす 無自覚ともいえる娘、娘の心入れを道理として縁組の日を待つ娘の親、まだ添わない娘に暇の状を送る息子、それを喜ぶ娘の親、暇の状によって、閉じこもっしまう娘 次々と将棋のように指し手が進められる。
利発な息子の最期の一手をどう読むかが問題である。離縁状によって娘に離縁するよう計らうが、それは先祖が武士であっ








よう 工夫するのが当然である。縁組を取り急ぐ息子の親の一手を取り上げて、ことさらに非人間的であるとするなどは、読みの方向性が異なり、首肯しえないものである。また、駿河と安倍晴明・吉備真備との関係や、徳川家康と本因坊算砂や大橋宗桂についての将棋にまつわる駿河周辺の歴史的事実を詳細に調査して、本話に関わらせようとしていることについては、次に述べる重層世界を考え 入れると、まったく無関係とまでは言わないが、本話の内容・主題とは直接的な関わりが みることはできない。
巻二の六の重層世界：武田信玄の上洛作戦と挫折
頓死だけでなく、 「なる」 、 「返す（裏返す） 」に注意する必要がある。吉備真備の帰朝に際して、天からの声が「生命十八歳」




か。家督相続が二十歳で行われるのが通例であるならば、それより早いことを強調したといえるのであるが、当時、そのような定めがあったわけではない。そうすると、素材に新たに付加さ た「これ十八 反して八十と転じたるゆゑなり」と関わるものであることに気付く。 「二十に一歳足らぬ」を返せば、 「二十に一歳余る」 なるのではな だろうか。その二十一歳という年齢は、前章で重層世界とされて た武田信玄に関わる数字である。信玄（晴信）は二十一歳の時父信虎を追放し、駿河の今川氏へ預けて家督を奪い取っている。本話の「親たる二人は楽しみを極めぬ」も返されているのである。
さて、信玄を重ねられた息子は大将棋を愛好する。武将と将棋・囲碁の関わりは深く、信玄の場合も同様であったと伝え

















親族、 従者・家来までを含む武田軍団の悲痛な叫びを重ねたものである。 「魂呼ばひ」 が、 屋根の上から天に向かってなされたり、井戸の底へ向かってなされる習俗があるとしても、 「傘をささせる」 は、珍奇である。西鶴が、わざわざ「傘」を持ち出しているのは、武田氏に気付かせ シグナルなのである。屋根の上の傘というのは、その形は三階菱や松皮菱に似通う。武田の家紋は四つ割菱であるが、それ以外にも一族はいろいろの菱紋を家紋として た である。
ここで末世だからと百日に限ったのは、 本文に引用される 「百代の過客」 の百に関係した設定だろう。 『古事談』 三の四十七で、
性信親王が高野で百ヶ日の尊勝法を修したこと 重ねて、その上に信玄の上洛作戦の五ヶ月 約百五十日を絡ませている。
息子は蘇生してから「浮生夢のごとく」 、将棋の指し手（軍法の備え）を重ねて、百日を生きる。その間に「縁組」につい
てのやり取りがある。あたかも辻堂に据えられた大々将棋のように、 次々と一手が指 れ 。それ 信玄 上洛作戦において、各所で行われた合戦を将棋の指し手に置き換 たものである。
息子は最後の一手「暇の状」で離縁しようとしたが、娘は「心ざ かくある人」と察して「この文 恨めしや」となり、離






豪商友野氏の事績を重ね、 『古事談』の性信親王の逸話などを付加して、本話を創作していた。第二層である本話は、 「後家に成ぞこなひ」を「返して」 、後家になる話に逆転するなど、素材 自在に駆使し、工夫を凝らし 面白い話となっている。さらに第三層には、武田信玄の上洛作戦とその挫折を重層世界として重ねていた。武士は道理 立 る存在である いうことを主題としていたのである。
前章巻二の五「死出の旅行く約束の馬」の老人夫婦の急死から頓死へ、馬から将棋の駒へ、武田の領国であった遠江から駿
河へ、さらに元武士の老夫婦の長寿と先祖が武士である町人 息子の短命の対比というように 前章と本章は密接に関連している。それ以外 も、巻二の五と六には『安倍晴明物語』が関わる。 『安倍晴明物語』巻一の三「安倍仲麿入唐の事」には、漢の武帝の時 熒惑星が天下って東方朔となったこと 仲麿は熒惑星 分身であることが記されている。 『安倍晴明物語』巻一の三・四・五で、仲麿は赤鬼と って吉備大臣 助ける。前章では『安倍晴明物語』は素材としては利用されていないが、東方朔の故事が取り上げられていた。本章で吉備真 の逸話が取り上げられているのは、単なる偶然ではな
前章巻二の五「死出の旅行く約束 馬」で、遠江の主君に仕えていた老人は、致仕してから「夢のごとくに暮ら」していた。





















































杉本好伸 「西鶴 〈話のたね〉 考― 『新可笑記』 巻四の二 「歌の姿の美女二人」 の創意をめぐって―」 （ 『安田女子大学大学院文学研究科紀要』第六集、二〇〇一年三月）
（はにゅう・のりこ
　
本学教授）
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